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論文審査の結果の要旨 
 
                         学位申請者 SARAYUT TUNMEE 
本論文は、「Synchrotron-Based Spectromicroscopy and Electrochemical-Mechanical 
Analyses of Film Forms of Diamond-Like Carbon and Related Materials（ダイヤモンド
状炭素と関連材料膜の電気化学的および機械的解析とシンクロトロン顕微分光学）」と題し、
6 章より構成されている。 
第 1 章「General Introduction」では研究の背景、キーワード、研究の戦略ならびに研究目
的について述べている。最後に本論文の構成を示している。  
第 2 章「Study of Synchrotron Radiation Near-Edge X-ray Absorption Fine Structure 
of Amorphous Hydrogenated Carbon Films」では、近傍端 X 線吸収微細構造(NEXAFS)
解析法ならびに弾性反跳解析(ERDA)/ラザフォード後方散乱(RBS)法を組み合わせた手法に
より、ダイヤモンド状炭素(DLC)と関連材料膜の構造を解析している。DLC と関連材料膜
は主に sp2 炭素、sp3 炭素ならびに水素からなっている。この試料の水素組成が 26%から 33%
に増加した時に、sp2 炭素組成は 65％から 73%に増加していることを明らかにしている。さ
らに、このとき * (C=C)、 * (C–H)、 * (C=C)ならびに * (C C)の各結合が * (C C) と * 
(C–C)の結合に相対して増加していることを示している。 
第 3 章「Investigation of Localized Corrosion of Diamond-Like Carbon Films Using Synchrotron- 
Based Spectromicroscopy」では、3.5wt%、pH2 食塩水溶液中の DLC と関連材料膜の腐食特性
について、シンクロトロン放射光顕微分光学により解析している。腐食特性は、膜の構造に
依存しており、その様子を X 線光電子顕微鏡(XPEEM)法でとらえられることを明らかにし
ている。特に腐食の進行によって構造中にて * (C C) と * (C O)の結合が増加しているこ
とから、試料中の sp3 炭素成分が sp2 炭素成分ならびに CO 成分に変化しながら腐食していく
機構を提案している。   
第 4 章「Influence of Voltage on Etching Rate of Hydrogenated Amorphous Carbon Films with 
HNO3 Studied Using Surface Plasmon Resonance」では、0.1 M-HNO3 水溶液中の DLC と関連材
料膜の腐食特性について、表面プラズモン共鳴法を利用した微量解析法の結果を利用して述
べている。水溶液側の電位を-1 V から+1 V に変化した際、腐食速度が変化することを明ら
かにしている。具体には、0.0117 nm/min (–1.0 V)、0.0368 nm/min (0.0 V)および 0.0074 nm/min 
(+1.0 V)の値を得ている。すなわち、極微小量の腐食速度下においても、電界印加状態にお
ける腐食速度の違いを見出すことができることを証明している。 
第 5 章「Influence of Different Thicknesses on Mechanical and Corrosion Properties of a-C:H 
Films」では、DLC と関連材料膜の成長過程における機械的特性ならびに電気化学的特性に
ついての解析結果を述べている。まず、ラマン散乱分光法を利用して、DLC と関連材料膜
のネットワーク構造の違いを明らかにしている。このとき、ディスオーダーバンドとグラフ
ァイティックバンドの強度比(ID/IG)が減少すると sp3炭素組成が増えることを明らかにしてい
る。すなわち、硬さ、弾性率ならびに化学的安定性が ID/IG の減少で増加している。これら
は試料の成長とともに生じる現象であり、成長によって sp2炭素成分の組成が減少していき、
硬さ、弾性率ならびに化学的安定性が増加していくことを明らかにしている。 
第 6 章「General Conclusions」では、各章の結果を詳細に検討し、結論としてまとめてい
る。 
 よって、本論文は工学上及び工業上貢献するところが大きく、博士（工学）の学位論文
として十分な価値を有するものと認める。 
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